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１． ソフトコンポーネントを計画する背景

エチオピア連邦民主共和国（以下「エチオピア」）アディスアベバの聖ペトロ病院（以下

「SPSH」）は、市内の公立三次医療施設 9か所の中で唯一、同国高等教育品質機構から多剤

耐性結核について治療、教育、研究を行う病院として認証を得、保健省より感染症に係る中

核的拠点と位置付けられる感染症専門のトップリファラル病院であるものの、病床と機材の

不足のためにその役割を果たせていないのが現状であり、同国内の感染症患者の救命率を上

げるためには、SPSH の施設拡張及び機材整備が不可欠である。また、SPSH の施設・機材の

拡充により、医療従事者を対象とした臨床教育が強化され、下位医療機関の能力向上及びリ

ファラル体制強化、ひいては国全体の感染症対策機能が強化される。かかる状況を踏まえ、

本プロジェクトは、SPSH が国内トップリファラルの感染症専門病院としての役割を果たす

べく、感染症治療及び研修に必要な施設・機材を整備するものである。

保健省は病院の施設、運用、人材配置、衛生管理、廃棄物管理、感染管理等の基準やマニ

ュアルを細かく設けている一方で、それらを実践できる施設が無く実効性に乏しかった。本

計画では、基準を満たす施設・設備を整備することにより、感染症の予防・診断・治療を適

正化し、正しい運用を普及させることを目的としている。さらに感染症集団発生時に臨機応

変に対応する知見を有する人材育成拠点の構築を図り、エチオピアの感染症対策の強化に寄

与するものである。新規に整備される施設及び機材は、実施機関である保健省が中心とな

り、エチオピア国内の感染症の検査・診断、治療および研修機能を強化するものとして運

営・維持管理される。また、医療、研修計画、基礎となる人材配置および人材育成に係る計

画についても保健省が主体的に策定し、またそこから算定される必要な予算および人材を今

後確実に手当てしていくことができるようサポートを行うことが重要である。 

一方、保健省は組織下の病院施設を統括する技術部門（Infrastructure Department）に

建築、構造、電気設備、機械設備の各分野に専任技術者を配置し、SPSH の施設維持管理に

ついては維持管理部門がこれを担当している。しかしながら本プロジェクトでは入退館管理

システムや空調の陰圧管理、感染区画管理等を感染症専門診療病棟の設備としてエチオピア

で初めて一体的に導入するところ、これらの維持管理および運用に係る技術的知見および経

験は十分ではない。

このような状況の下、整備後の感染症専門病院特有の施設関連設備の運用・運転・保守・

維持管理に係る技術支援がエチオピア側から要請された。 

本プロジェクトにて供与する施設・設備の適切な利用と有効活用を促すため、ソフトコン

ポーネントによる以下の活動を行うことは極めて有効であると考えられる。 

① 施設マネジメントの強化

目 的：施設維持管理体制の強化 

対象者：施設維持管担当者、病院管理者、医療職員、清掃・メンテナンス職員 

内 容：特別感染症病室の維持管理、空調設備の維持管理、医療廃棄物処理など 

② 平時及び感染症集団発生時の施設運用体制の構築

目 的：感染症対応の強化 
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対象者：感染症対策委員会（院長、各部門責任者（医師、看護師）、施設・設備持管理担当

者） 

内 容：平時及び感染症集団発生時の施設運用方法の策定・実地トレーニングなど 

２． ソフトコンポーネントの目標

ソフトコンポーネントの実施により、以下に示す目標が達成されることが期待される。

I． 施設マネジメントの強化 

(1）特別隔離病室及び手術室の空調・換気設備の運転・維持管理、HEPA フィルター

ユニット等の保守・消毒等ができるようになる。

(2）院内感染防止の観点から施設のゾーニング、気圧管理、入退室管理、患者隔離

についての体系的な知見を得て、適切に運用できるようになる。 

(3）感染系廃水処理設備を環境汚染防止の観点から適切に運転・維持管理できるよ

うになる。 

(4）清掃、洗浄、汚物処理、消毒、滅菌等をマニュアルに基づき実践することで、

感染症予防プロトコールの理解を深め、普及することができる。 

II． 平時及び感染症集団発生時の施設運用体制の構築 

(1）感染対策委員会等を組織することで、手洗い、更衣、個人防具装着、医療廃棄

物管理等、標準予防策（スタンダードプレコーション）に基づく平時の活動を

強化できる。 

(2）感染拡大に応じたゾーニング、動線、運用方法を策定することで有事の際に迅

速に行動できる 

(3）感染症集団発生を想定した実地トレーニングを行うことで対応力が強化する。 

３． ソフトコンポーネントの成果

ソフトコンポーネント実施により期待される直接的成果は以下の通り。

(1) 特別隔離病室と手術室の空調・換気設備が適切に運転、維持管理される。

(a) 空調・換気設備の運転・維持管理のための「技術指導書」等が整備される。

(b) 運転・維持管理要員が運転・保守点検に係る基礎的な知見および技術を習得する。

(2) 感染系排水・廃棄物処理設備が適切に運転、維持管理される。

(a) 感染系排水・廃棄物処理設備の運転・維持管理のための「技術指導書」等が作成され

る。

(b) 運転・維持管理要員が運転・保守点検に係る基礎的な知見および技術を習得する。
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(3) 平時及び感染症集団発生時の施設運用体制が構築される。 

(a) 平時及び感染症集団発生時のための「標準業務手順書」等が整備される。 

(b) 状況に応じたゾーニングや入退出管理、PPE の装着、患者の移送、空調設備の切り替

え等が正しく、安全に行われるようになる。 

４． 成果達成度の確認方法 

本ソフトコンポーネントの成果及び成果の確認方法は下記の通りである。なお、以下成果

（１）～（３）の達成を以て、運転・維持管理要員等の能力向上が図られたとみなす。 

目標 成果項目 達成度の確認項目 確認方法 
分野 成果 

I.  施設マ

ネジメント

の強化 

(1)  
特別隔離病

室及び手術

室の空調・

換気設備の

運転・維持

管理、HEPA
フィルター

ユニット等

の保守・消

毒等ができ

るようにな

る。 

(a)  
空調・換気

設備の運

転・維持管

理のための

「技術指導

書」等が整

備される。 

・システム概要、気流管

理、陰圧管理の概要、設備

機器、PPE 等にかかる「技

術指導書」（運転・保守点

検担当者が行う点検内容・

実施方法の説明書）、「マ

ニュアル」、「チェックリ

スト」（運転・保守点検担

当者が行う点検項目・手順

を機器別にリスト化したも

の）、「台帳」（機器別の

点検・修理等の実施記録・

履歴）、「帳票」（点検項

目別の点検、修理等内容・

結果の記録シート）が作成

される。 
 
情報更新の仕組みが病院と

して構築される。 

ソフトコンポーネント専門

家による、「技術指導

書」、「マニュアル」、

「チェックリスト」、「台

帳」（機器別の点検・修理

等の実施記録・履歴）、

「帳票」（点検項目別の点

検、修理等内容・結果の記

録シート）の内容確認。 

(b)  
運転・維持

管理要員が

運転・保守

点検に係る

基礎的な知

見および技

術を習得す

る。 

メンテナンス要員が、 
・座学及び実習による技術

指導を受け、その内容を

理解している。 
・設備システム及び運転・

維持管理に係る概要、計

画・立案（予算策定含

む）を理解している。 
・運転・維持管理実務（ア

イテム・手順・方法）を

理解している。 
実機設備におけるその内容

を理解している。 

ソフトコンポーネント専門

家による、 
・「技術指導書」、「チェ

ックリスト」、「帳

票」、「台帳」に基づい

た運転・保守点検作業の

実技チェック（所要時

間、精度）、理解度の確

認（テスト及び講評）。 
・「チェックリスト」、

「帳票」、「台帳」の使

用、記録作業の実技チェ

ック、理解度の確認（テ

スト及び講評）。 
・「運転・維持管理計画」

の内容確認、理解度の向

上についての確認と分析

（テスト及び講評）。 
(2)  
感染系排

水・廃棄物

処理設備が

(a)   
感染系排

水・廃棄物

処理設備の

・感染系廃水・廃棄物処理

設備の「技術指導書」（運

転・保守点検担当者が行う

点検内容・実施方法の説明

ソフトコンポーネント専門

家による、「技術指導

書」、「チェックリス

ト」、「帳票」（点検項目
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適切に運

転、維持管

理される。 

運転・維持

管理のため

の「技術指

導書」等が

作成され

る。 

書）、「チェックリスト」

（運転・保守点検担当者が

行う点検項目・手順をリス

ト化したもの）、「帳票」

（点検項目別の点検、修理

等内容・結果の記録シー

ト）、「台帳」（点検・修

理等の実施記録・履歴）が

作成される。 

情報更新の仕組みが病院と

して構築される。 

別の点検、修理等内容・結

果の記録シート）、「台

帳」（機器別の点検・修理

等の実施記録・履歴）の内

容確認。 

(b) 
運転・維持

管理要員が

運転・保守

点検に係る

基礎的な知

見および技

術を習得す

る。 

メンテナンス要員が、 
・座学及び実習による技術

指導を受け、その内容を理

解している。

・運転・維持管理に係る計

画・立案（予算策定含む）

を理解している。

・運転・維持管理実務（ア

イテム・手順・方法）を理

解している。

ソフトコンポーネント専門

家による、 
・「技術指導書」、「チェ

ックリスト」、「帳票」、

「台帳」に基づいた運転・

保守点検作業の実技チェッ

ク（所要時間、精度）、理

解度の向上についての確認

と分析（テスト及び講

評）。

・「チェックリスト」、

「帳票」、「台帳」の使

用、記録作業の実技チェッ

ク、理解度の向上について

の確認と分析（テスト及び

講評）。

・「運転・維持管理計画」

の内容確認、理解度の向

上についての確認と分

析。

II. 
平時及び感

染症集団発

生時の施設

運用体制の

構築 

(3) 
平時及び感

染症集団発

生時の施設

運用体制が

構築され

る。 

(a) 
平時及び感

染症集団発

生時のため

の「標準業

務手順書」

等が整備さ

れる。 

・平時及び感染症集団発生

時の「標準業務手順書」

（各運転・保守点検？担当

者が行う業務内容の手順

書）、「チェックリスト」

（各担当者別の業務項目を

リスト化したもの）が作成

される。

情報更新の仕組みが病院と

して構築される。 

ソフトコンポーネント専門

家による、「標準業務手順

書」、「チェックリスト」

の内容確認。 

(b) 
状況に応じ

たゾーニン

グや入退出

管理、PPE
の装着、患

者の移送、

空調設備の

切り替え等

が正しく、

安全に行わ

感染対策委員会メンバー

が、 
・座学及び実習による技術

指導を受け、その内容を理

解している。

・感染症集団発生時の施設

マネジメントに係る計画・

立案（予算策定含む）を理

解している。

・平時及び集団感染症発生

時の施設マネジメントの業

ソフトコンポーネント専門

家による、 
・「標準業務手順書」、

「チェックリスト」に基づ

いた平時及集団感染時の施

設運用切り替え等の実技チ

ェック（所要時間、精

度）、理解度の向上につい

ての確認と分析（テスト及

び講評）。

・「チェックリスト」の使

用、記録作業の実技チェッ
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れるように

なる。 
務内容（業務項目・手順・

方法）を理解している。 
ク、理解度の向上について

の確認と分析（テスト及び

講評）。 
・「標準業務手順書」の内

容確認、理解度の向上につ

いての確認と分析（テスト

及び講評）。

別添資料 5-7



 

8 

５． ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

各成果達成に向けた活動（投入計画）は以下の通りである。ソフトコンポーネントでは、

本邦建設業者および機材調達商社業者が実施する施設、機材の初期操作運転指導では取り扱

わない以下の点を網羅する。 

施設マネジメントの強化： 

・ 隔離病棟・高度隔離病棟における空調・換気設備、感染系廃水・廃棄物処理設備の設計

内容（システム概要、設計条件等）の指導 
・ 同設備の想定運転環境に係る指導（気流、気圧等設定値およびその調整方法等） 
・ 同設備の運転維持管理の計画・立案の指導（日常・定期点検、予算計画、個人用防護具

の使用法等） 

平時及び感染症集団発生時の施設運用体制の構築： 

・ 平時における標準予防策（手洗い、更衣、個人防具装着、医療廃棄物管理等）の指導 
・ 感染症集団発生時の施設運用切り替え（ゾーニング、動線、患者移送、運用方法等）の

指導 
・ 感染症集団発生時の施設運用切り替えに係る人員配置・物品・予算管理に係る指導 

対象部門は施設マネジメント強化のうち、空調・換気設備に関しては、SPSH の施設維持

管理部門、感染系廃水・廃棄物処理に関しては、SPSH の病院管理者、医療職員、清掃・メ

ンテナンス職員等、平時及び感染症集団発生時の施設運用体制の構築に関しては、SPSH の

感染対策委員会（院長、各部門責任者（医師、看護師）、施設・機材維持管理担当者））実

務にかかる技術的な指導を行う。 

(１) 活動計画 
成果項目別の活動計画 

成果項目 活動項目 対象部門 
分野 成果 

(1)  
特別隔離病

室及び手術

室の空調・

換気設備の

運転・維持

管理、

HEPA フィ

ルターユニ

ット等の保

守・消毒等

ができるよ

うになる。 

(a)  
空調・換気設備

の運転・維持管

理のための「技

術指導書」等が

整備される。 

• 技術指導書に記載する運転・保守点

検・維持管理アイテム・内容を整理す

る。（システム概要、気流管理、陰圧

管理の概要、設備機器、PPE 等） 

• 技術指導書、マニュアル、チェックリ

スト、台帳、帳票等の素案をソフトコ

ンポーネント専門家が作成し、それに

基づく指導訓練計画を立案する。 

• 指導訓練計画に基づき座学を通じて技

術指導書を説明し、ソフトコンポーネ

ント対象者と共に最終化する。 

• 情報更新の仕組みが病院として構築さ

れるように協議する。 

・SPSH の施設維持管理

部門担当者 
 

(b)  
運転・維持管理

要員が運転・保

守点検に係る基

礎的な知見およ

び技術を習得す

る。 

• 技術指導書等を使用して、 

- 設備システムおよび運転・維持管理

に係る概要、計画・立案（予算算出

含む）、 

- 具体的な運転・維持管理実務（アイ

テム・手順・方法） 

- 平常時／パンデミック時の運転内容 

等に係る座学、実習を行う。 

・SPSH の施設維持管理

部門担当者 
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• 気流・陰圧管理については、コンサル

タントが確認した試運転・調整作業の

内容（対象機器、目的、作業アイテ

ム、調整値等データ）を記録・文書化

し標準業務手順を整理のうえ座学、実

技指導（実機使用）を行う。 

(2)  
感染系排

水・廃棄物

処理設備が

適切に運

転、維持管

理される。 
 

(a)  
感染系排水・廃

棄物処理設備の

運転・維持管理

のための「技術

指導書」等が作

成される。 

・技術指導書に記載する運転・保守点

検・維持管理アイテム・内容を整理す

る。 

・感染系廃水・廃棄物処理設備に係る概

要、計画・立案（予算算出含む） 

・技術指導書、マニュアル、チェックリ

スト、台帳、帳票等の素案をソフトコ

ンポーネント専門家が作成し、それに

基づく指導訓練計画を立案する。 

・技術指導書、指導訓練計画の説明を行

い、座学を通じてソフトコンポーネント

対象者と共に最終化する。 

・情報更新の仕組みが病院として構築さ

れるように協議する。 

・SPSH の病院管理者、

医療職員、清掃・メンテ

ナンス職員等 

(b)   
運転・維持管理

要員が運転・保

守点検に係る基

礎的な知見およ

び技術を習得す

る。 

・技術指導書等を使用して、 

- 廃水・廃棄物処理設備の運転・維持

管理に係る概要、計画・立案（予算

算出含む）、 

- 具体的な運転・維持管理実務（アイ

テム・手順・方法） 

- 平常時／パンデミック時の運転内容 

等に係る座学、実習を行う。 

・廃水・廃棄物処理設備の薬液注入管理

については、コンサルタントが確認した

試運転・調整作業の内容（対象機器、目

的、作業アイテム、調整値等データ）を

記録・文書化し標準業務手順を整理のう

え座学、実技による設定指導を行う（実

機使用）。 

・SPSH の病院管理者、

医療職員、清掃・メンテ

ナンス職員等 

(3)  
平時及び感

染症集団発

生時の施設

運用体制が

構築され

る。 

(a)  
平時及び感染症

集団発生時のた

めの「標準業務

手順書」等が整

備される。 

・標準業務手順書に記載する業務内容を

整理する。 

・平時における標準予防策 

・感染症集団発生時における施設運用切

り替え 

・標準業務手順書、、チェックリスト等

の素案をソフトコンポーネント専門家

が作成し、それに基づく指導訓練計画

を立案する。 

・標準業務手順書、指導訓練計画の説明

を行い、ソフトコンポーネント対象者

と共に最終化する。 

・情報更新の仕組みが病院として構築さ

れるように協議する。 

・SPSH の感染症対策委

員会メンバー（院長、各

部門責任者（医師、看護

師）、施設・設備維持管

理担当者） 

(b)  
状況に応じたゾ

ーニングや入退

出管理、PPE の

装着、患者の移

・標準業務手順書等を使用して、 

- 平時における標準予防策 

- 感染症集団発生時における施設運用

切り替え 

・感染症対策委員会メン

バー（院長、各部門責任

者（医師、看護師）、施

設・設備維持管理担当

者） 
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送、空調設備の

切り替え等が正

しく、安全に行

われるようにな

る。 

- 感染症集団発生時における人員・物

品・予算管理計画 

- 平常時／感染症集団発生時における

施設運用切り替えの具体的な業務内

容（項目、担当者、手順、方法等） 

・平時の標準予防策、感染症集団発生時

の施設運用切り替えについて、標準業

務手順を整理のうえ座学、実技による

設定指導を行う。 

・情報更新の仕組みが病院として構築さ

れるように協議する。 
 

各専門家は、設計概要・運営維持管理を含むことから、第 1 回派遣については、試運転調

整後、検査・引き渡し期間内の供用開始前に派遣することを想定する。第 2 回派遣について

は、施設共用開始から約 3 カ月後に派遣することを計画する。 

 

派遣時期別活動計画 
 (1) 特別隔離病室及び手術

室の空調・換気設備の運

転・維持管理、HEPA フ

ィルターユニット等の保

守・消毒等ができるよう

になる。 

(2) 感染系排水・廃棄物処

理設備が適切に運転、維

持管理される。 

 (3) 平時及び感染症集団発生

時の施設運用体制が構築さ

れる。 

国内 
(1) 5 日間 
(2) 5 日間 
(3) 5 日間 

• 技術指導書に記載する

運転・保守点検・維持

管理アイテム・内容を

整理する。 
• 技術指導書、チェック

リスト、台帳、帳票の

準備、指導訓練計画案

の準備。 
• 本邦施工業者が施工中

に行う試運転・調整作

業の内容（対象機器、

目的、作業アイテム、

調整値等データ）を記

録・文書化する。 
• 先方参加者への事前情

報の提供 

• 技術指導書に記載する

運転・保守点検・維持

管理アイテム・内容を

整理する。 
• 技術指導書、チェック

リスト、台帳、帳票の

準備、指導訓練計画案

の準備。 
• 本邦施工業者が施工中

に行う試運転・調整作

業の内容（対象機器、

目的、作業アイテム、

調整値等データ）を記

録・文書化する。 
• 先方参加者への事前情

報の提供 

• 標準業務手順書に記載す

る業務項目・内容等を整

理する。 
• 標準業務手順書、チェッ

クリストの準備、指導訓

練計画案の準備。 
• 先方参加者への事前情報

の提供 

第１回現地 
派遣期間 

 
(1) 15 日間 
(2) 15 日間 
(3) 15 日間 

• ドラフトした技術指導

書、指導訓練計画の説

明し、理解を得る。 
• 技術指導書等を使用し

て以下の座学を行う。 
- 設備システム及び運

転・維持管理に係る概

要、計画・立案 
・本邦施工業者が行った

試運転・調整作業の内容

（対象機器、目的、作業

アイテム、調整値等デー

• ドラフトした技術指導

書、指導訓練計画の説

明し、理解を得る。 
• 技術指導書等を使用し

て以下の座学を行う。 
- 設備システム及び

運転・維持管理に係る

概要、計画・立案 
・本邦施工業者が行った

試運転・調整作業の内容

（対象機器、目的、作業

アイテム、調整値等デー

• ドラフトした標準業務手

順書、指導訓練計画の説

明し、理解を得る。 
• 標準業務手順書等を使用

して以下の座学を行う。 
- 平時における標準予防

策 
- 感染症集団発生時にお

ける施設運用切り替え 
・成果品確認を先方より得

る。 
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タ）を記録・文書化した

標準業務手順を整理のう

え座学を行うと共に実機

での確認を行う。 
・成果品確認を先方より

得る

タ）を記録・文書化した

標準業務手順を整理のう

え座学を行うと共に実機

での確認を行う。 
・成果品確認を先方より

得る。

第 2 回現地 
派遣期間 

(1) 15 日間

(2) 15 日間

(3) 15 日間

• 第 1 回派遣における座

学のフォローアップと

改善点の検討。

• 設備システムの維持管

理計画（予算策定含

む）の座学を行う。

• 技術指導書、チェック

リスト、台帳、帳票等

を用いて、実習を行う

（実機使用）。

• 情報更新の仕組みが病

院として構築されるよ

うに協議する。

• 第 1 回派遣における座

学のフォローアップと

改善点の検討。

• 設備システムの維持管

理計画（予算策定含

む）の座学を行う。

• 技術指導書、チェック

リスト、台帳、帳票等

を用いて、実習を行う

（実機使用）。

• 情報更新の仕組みが病

院として構築されるよ

うに協議する。

• 第 1 回派遣における座学

のフォローアップと改善

点の検討。

• 感染症集団発生時に備えた

人員配置・物品・予算管理

計画の座学を行う。

• 標準業務手順書、チェッ

クリストを用いて、実習

（平時における標準予防

策、感染症集団発生時の

施設運用切り替えのリハ

ーサル）を行う。

• 情報更新の仕組みが病院

として構築されるように

協議する。

国内 
(1) 3 日間

(2) 3 日間

(3) 3 日間

• 現地作業結果のとりまとめ

• ソフトコンポーネント完了報告書の作成

(２) 投入計画

上記活動を行うために以下の専門家の投入を行う。現地派遣期間における各要員の作業日

程を下表に示す。 

さらに、別途詳細設計及び施工監理期間中に現地派遣が予定されているコンサルタント日本

人技術者（業務主任、空調換気設備等）との連携を図り、ソフトコンポーネントの対象とな

る先方の運営維持管理体制構築・感染症対策委員会組織（新規雇用含む）の進捗確認及び促

進の働きかけを適宜行うことで、技術指導等の活動をより効果的に実施できるように留意す

る。 

(1) 空調・換気設備運転・維持管理指導専門家 １名 
(2) 感染系廃水・廃棄物処理設備運転・維持管理指導専門家 １名 
(3) 施設マネジメント専門家 １名 

第 1 回現地派遣期間作業日程表 

派遣 
日数 

（1）空調・換気設備運

転・維持管理指導専門家 

（2）感染系廃水・廃棄物

処理設備運転・維持管理指

導専門家 

（3）施設マネジメント 
専門家 

1 移動日 
2 移動日 

3 
・技術指導書案、指導訓

練計画案の説明・協議

・技術指導書案、指導訓練

計画案の説明・協議

・標準業務手順書案、指導

訓練計画案の説明・協議

4 
・指導訓練計画の作成

・技術指導書、標準業務

・指導訓練計画の作成

・技術指導書、標準業務手

・指導訓練計画の作成

・標準業務手順書、チェッ

クリスト等の作成
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手順書、チェックリス

ト、台帳、帳票等の作成 
順書、チェックリスト、台

帳、帳票等の作成 

5 

・指導訓練計画の作成

・技術指導書、標準業務

手順書、チェックリス

ト、台帳、帳票等の作成

・指導訓練計画の作成

・技術指導書、標準業務手

順書、チェックリスト、台

帳、帳票等の作成

・指導訓練計画の作成

・標準業務手順書、チェッ

クリスト等の作成

6 
・座学（システム、維持

管理概要、バイオセーフ

ティ概要）

・座学（システム、維持管

理概要、バイオセーフテ

ィ・セキュリティ概要）

・座学（平時における標準

予防策①）

7 
・座学（空調・換気①） ・座学（廃水①） ・座学（平時における標準

予防策②）

8 ・座学準備、資料整理 ・座学準備、資料整理 ・座学準備、資料整理

9 ・座学準備、資料整理 ・座学準備、資料整理 ・座学準備、資料整理

10 
・座学（空調・換気②） ・座学（廃水②、廃棄物

①） 
・座学（感染症集団発生時

の施設運用切り替え①）

11 
・座学（陰圧・気流、フ

ィルター）

・座学（廃棄物②） ・座学（感染症集団発生時

の施設運用切り替え②）

12 ・理解度テスト実施 ・理解度テスト実施 ・理解度テスト実施

13 
・アクションプラン作

成、ラップアップ、事務

所報告等

・アクションプラン作成、

ラップアップ、事務所報告

等

・アクションプラン作成、

ラップアップ、事務所報告

等

14 移動日 
15 移動日 

第 2 回派遣期間作業日程表 

派遣 
日数 

（1）空調・換気設備運

転・維持管理指導専門家 

（2）感染系廃水・廃棄物

処理設備運転・維持管理指

導専門家 

（3）施設マネジメント 
専門家 

1 移動日 
2 移動日 

3 

・第 1 回派遣の振り返

り、フォローアップ、第

2 回指導訓練計画等の説

明・協議

・第 1 回派遣の振り返り、

フォローアップ、第 2 回指

導訓練計画等の説明・協議

・第 1 回派遣の振り返り、

フォローアップ、第 2 回指

導訓練計画等の説明・協議

4 
・座学（維持管理計画

①）
・座学（維持管理計画①）

座学（感染症集団発生時に

備えた人員配置・物品・予

算管理計画①） 

5 
・座学（維持管理計画

②）
・座学（維持管理計画②）

座学（感染症集団発生時に

備えた人員配置・物品・予

算管理計画②） 

6 ・実習（空調・換気①） ・実習（廃水①）
・実習（平時における標準

予防策）

7 ・実習（空調・換気②） ・実習（廃水②）

・実習（感染症集団発生時

における施設運用切り替え

①）

8 ・実習準備、資料整理 ・実習準備、資料整理 ・実習準備、資料整理

9 ・実習準備、資料整理 ・実習準備、資料整理 ・実習準備、資料整理
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10 ・実習（陰圧・気流①） ・実習（廃棄物①）

・実習（感染症集団発生時

における施設運用切り替え

②）

11 ・実習（陰圧・気流②） ・実習（廃棄物②）

・実習（感染症集団発生時

における施設運用切り替え

③）

12 ・理解度テスト実施 ・理解度テスト実施 ・理解度テスト実施

13 
アクションプラン作成、

ラップアップ、事務所報

告等 

アクションプラン作成、ラ

ップアップ、事務所報告等 
アクションプラン作成、ラ

ップアップ、事務所報告等 

14 移動日 
15 移動日 

６． ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法

当ソフトコンポーネントの実施にあたっては、コンサルタントより各分野の日本人専門家

を現地に派遣し、指導を行う予定である。空調・換気設備、感染系廃水・廃棄物処理設備に

ついては設計思想を理解した上での指導が必要であるため、本施設の設計を行った日本人専

門家と連携して実施する。また、施設マネジメントについては、日本の病院等における平時

及び感染症集団発生時の施設運用を熟知した日本人専門家による指導が必要となる。 
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７． ソフトコンポーネントの実施工程

令和11年度

雨季（6～9月）

　国内準備

　準備・仮設工事

　土工事

　地業工事

　基礎・躯体工事

　仕上げ工事

　設備（電気、給排水、空調換気）工事

　外構工事

　試運転調整

　検査・引渡し 国内 現地 国内 現地

　瑕疵検査業務 M/M M/M 回数 M/M M/M 回数 M/M 回数

格付

空調・換気設備運転・維持管理指導 3 0.40 1.00 2 1.40 2

感染性廃液排水・廃棄物処理設備運転・維持管理指導 3 0.40 1.00 2 1.40 2

施設マネジメント指導 3 0.40 1.00 2 1.40 2

計 1.20 3.00 6 4.20 6

実施設計 施工/調達監理
合計

2026年 2027年 2028年 2029年

令和8年度 令和9年度 令和10年度

13 14

11

27

暦年 2030年 2031年

11 12 1 23 4 5 6 7 8

令和13年度令和12年度

1 2

会計年度

12カレンダー月

12

5 6 7 8 9 10 11

日

本
人
技

術
者

通算月

工

事

工

程

4～ ～6 7 8～ ～79 10 312 1 2

47～ ～54 55 56～40 41 42 43 44 45 46 68～～67

8～39 10

15 29 30 31 32 3322 23 34 35

4 5 6 7 8

16 17 18 19 20 21 3936 37 382824 2625

ン
サ
ル
タ
ン
ト
要
員
計

担    当

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン

ト

工期 23カ月

0.25

0.25

0.25

0.5

0.5 0.5 0.15

0.5 0.5 0.15

0.5 0.15

1п 
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８． ソフトコンポーネントの成果品

ソフトコンポーネントの成果品として次を予定する。

① ソフトコンポーネント完了報告書（和、英）

② 技術指導書（英）

③ 標準業務手順書（英）

④ 維持管理契約ガイドライン（英）

⑤ チェックリスト（英）

⑥ 台帳・帳票類（英）

９． ソフトコンポーネントの概略事業費

非公表。 

１０． 相手国実施機関の責務 

SPSH においては、ソフトコンポーネントの対象となる人員を、新規雇用も視野に入れて

選定、実施 90 日前までに任命し、技術指導等の活動に参加させることが求められる。ま

た、確実で十分な維持管理予算の措置の下で、本活動の成果として得られた「技術指導

書」、「標準業務手順書」「チェックリスト」、「維持管理契約ガイドライン」、「台

帳」、「帳票」と、メーカーにより作成された「メーカーマニュアル」等を活用し、本プロ

ジェクトが整備する新規施設・機材の適切な管理及び情報更新を継続することが求められ

る。そのため、病院長および保健省担当者が適宜参加し、成果品へのインプット及び普及に

ついてコミットする。さらには今後、他病院施設に導入される設備・システムの維持管理に

対する指導に応用され、水平展開されていくことが期待される。 
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